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立
地
理
論
の
一
展
開

第
四
十
五
巻

八
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六

第
六
競
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立

地

理
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の
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開
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E
E
R
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理
論
の
紹
介
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げ
札

uv
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E

・
E

・

近
年
経
済
の
立
地
論
的
研
筑
が
著
し
く
璽
要
脱
さ
れ
る
に
至
。
た
事
に
は
、
種
K

の
理
由
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、
生
産
・
運
斡
・

z

ネ
ル
ギ

l
絞
済
・

7
1
ケ
リ
テ
イ
ン
グ
等
の
技
術
に
生
じ
た
革
命
的
宏
務
化
、

並
に
、
市
揚
の
棋
大
・
務
化
・
分
割
に
よ
っ
て
、

新
し

い
型
の
地
方
的
介
業
が
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
乙
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
は
、
経
済
生
活
の
他
の
部
面
に
於
け
る
と
等
し
く
、
立
地
楊
匙

に
つ
い
て
も
政
策
的
に
批
判
し
、
統
制
し
、
愛
更
を
加
へ
ゃ
う
と
す
る
傾
向
が
顕
著
に
在
っ
た
と
と
で
あ
る
わ
第
三
の
理
由
と
し
て

は
、
有
形
的
た
地
物
の
観
察
・
絞
惑
を
任
務
と
す
る
地
理
撃
の
燭
れ
た
い
分
野
、
即
ち
、
現
在
の
複
雑
た
経
済
機
構
と
そ
の
前
提
依

件
た
る
資
源
・
市
揚
と
の
聞
係
を
徹
底
的
に
分
析
す
る
に
は
、
理
論
経
済
阜
の
術
語
・
方
法
・
結
論
の
利
用
を
必
要
と
す
る
と
と
が
失

第
に
理
解
さ
れ
る
に
至
り
、
と
の
方
向
へ
の
開
拓
が
念
速
に
進
行
し
た
と
と
を
皐
げ
得
ゃ
う
。

従
っ
て
、
立
地
論
近
時
の
褒
展
は
二
方
向
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
一
方
で
は
、
各
種
の
立
地
図
子
、
各
種
の
産
業
分
布
に
闘
す

る
具
隈
的
・
賓
詮
的
友
観
察
が
梢
加
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
立
地
諭
会
慌
に
開
附
す
る
理
論
的
研
究
、
特
に

4
.
7
D
E
0
2
4「号。戸
vo--



の
綜
合
・
展
開
が
進
ん
で
ゐ
る
。
後
の
傾
向
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
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J
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自
己
目
由
主
主
c
p
3
u
u
)
の
業
績
が
注
意
さ
れ
る
。

乙
の
う
ち
、

】

ι「空
]
U
F
]

は
立
地
論
と

7
1
シ
，
ャ
ル
・
カ
y

セ
ル
等
一
般

理
論
経
済
事
と
の
閥
係
を
論
告
y

る
詐
り
で
、
立
地
論
の
内
本
自
慌
に
ほ
殆
ん
ど
縄
れ
る
所
な
く
.
同
一
M
m
E
E
E
の
所
論
は
徐
り
に
抽
象

附
・
概
念
的
で
、
現
貨
と
遊
離
し
て
鹿
骨
、
共

κ、
現
お
の
立
地
櫛
治
立
地
政
策
の
理
解
を
進
め
る
に
は
溜
切
で
恥
い
憾
が
あ
る
。

J
4
J
〆

己、

F
K
醤

L

の
所
説
と
そ
、

チ
ュ

l
ネ
ン
・
ウ
品

1
バ
1
の
理
論
を
吟
味
し
、
批
判
し
、
環
展
せ
し
め
た
も
の
で
、
経
済

H
i
m
w
}

凶ロ品。円

の
現
段
階
に
相
賞
す
る
立
地
因
子
・
分
布
現
象
の
理
論
的
研
究
と
し
て
最
も
重
要
左
寄
奥
と
考
へ
ら
れ
る
が
、

口町担。『門
mNECコ
の
事

と
て
、
未
だ
普
及
し
て
ゐ
友
い
。

然
る
に
、
本
年
七
月
回
目
『
芸
『
白

国
[
ロ
《
一
言
叢
書
の
一
冊
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
間
企
ミ

bヨ
伊南

国
G
C
Z『
の
]「、

G
円

p
z。ロ

。円弓目。コニ口

ZXMO--可

mNZLZM③
]
命
防
戸

rα
『

MMロ
L
m
r
o
o
日

ZLZω
門
司
、

の
一
般
立
地
理
論
を
解
説
敷
街
し
、
，
突
に
、
之
を
製
革
業
・

は
、
先
づ
、
同
V
m
L
Z
L
E

製
靴
業
に
適
用
し
て

そ
の
立
地
の
愛
遂
を
究
明
し
て
ゐ
る
。
製
靴
業
に
闘
す
る
部
分
は

町内
]
4

『
】
⑦
宮
町
田
[
一
司
ロ
ミ
吾
命
任
。
。
一
Z
L
g
-
q

-
E
F
O
C口
町
[
己
沼
田
門
2
c
と
題
し
て
、

一
九
=
一
三
年
心

E
去
と
』
C
E
E昌一

ロ「]目。。ロ
G
E
一円師

に
愛
表
さ
れ
、
我
が
固
に
も
既
に
紹

持

介
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
理
論
に
闘
す
る
部
分
が
宰
ろ
多
く
の
問
題
を
究
明
し
示
唆
す
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
以
下
そ
の
一
斑
を
紹
介
す

立
地
理
論
の
一
展
開

第
凹
十
五
巻

一
二
五

八
六
七

第
六
抜

第一巻第二競，持柏木憲治氏，合衆閣に於ける製靴工業の}i庁指地論(法と経済，
昭和九年}ー



立
地
理
論
白
一
展
開

第
四
十
五
巻

八

六

八

第
六
銃

ム
ノ、

る
と
と
‘
為
し
た
い
。

田
中
。
一
〈
ぬ
『

は
立
地
理
論
の
根
本
問
題
を
尖
の
如
く
規
定
し
、
そ
の
解
決
を
某
礎
と
し
て
順
次
被
雑
友
場
合
に
進
ん
で
行
く
。

)

〕

一
般
経
桝
理
論
の
特
殊
部
門
と
し
て
の
立
地
理
論
は
、
三
筒
の
前
提
を
有
す
る
。
一
自
然
資
源
の
分
布
・
二
人
類
の
欲
望
，
晴
好
、

(
 

司
一
給
油
何
技
術
、
川
川
ち
羽
生
陀
要
素
を
結
合
し
亡
治
安
は
誼
す
る
効
用
を
作
り
出
す
方
法
、
-
即
ち
之
官
あ
る
。

生
産
要
素
中
、
同
定
し
て
ゐ
て
位
置
を
溌
夏
し
得
な
い
の
は
、

土
地
.
印
ち
、
自
然
資
源
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
立
地
の
決
定

と
は
、
究
極
に
於
て
は
、
人
聞
の
要
求
・
能
力
に
適
合
し
た
方
法
で
、
可
動
の
生
産
要
素
を
土
地
へ
{
炉
問
的
に
遁
合
せ
し
め
る
事
に

外
な
ら
ぬ
。

こ
h

に
云
ふ
「
可
動
牲
」
の
意
味
は
、
持
じ
て
暫
ら
〈
地
代
の
観
念
を
検
討
す
れ
ば
、
明
瞭
に
た
る
だ
ら
う
。

一
般
に
土
地
に
地

代
の
生
や
る
揚
合
は
、
二
穏
に
匝
則
さ
れ
る
。

そ
の
一
円
沃
度
・
地
質
・
地
形
そ
の
他
の
性
質
が
本
来
優
れ
て
ゐ
る
受
口
で
あ
り
、

そ
の
こ
は
、
人
口
が
綱
密
で
、
土
地
に
封
ず
る
需
要
の
多
い
地
黙
が
立
地
と
な
る
揚
合
で
る
る
。
そ
し
て
、
第
一
の
事
情
は
位
置
が

等
し
〈
性
質
を
異
に
す
る
土
地
の
債
格
を
相
違
せ
し
め
、
第
二
は
、
性
質
が
等
し
く
位
置
P
具
に
す
る
土
地
に
針
寸
る
地
代
の
差
異

を
生
ぜ
し
め
る
。

他
の
生
産
要
素
の
生
産
力
・
債
格
も
、
同
じ
二
理
由
に
基
き
、
立
地
に
よ
っ
て
相
違
す
る
。
同
一
立
地
に
於
て
も
、
弊
働
者
或
は

経
管
者
の
能
力
の
多
小
は
、
そ
の
生
産
力
・
所
得
を
左
右
し
、
叉
、
同
一
能
力
の
持
働
者
の
得
る
所
得
も
、
帥
労
働
力
の
排
底
し
て
ゐ

る
揚
所
か
過
剰
友
相
場
所
か
に
よ
っ
て
、
著
し
く
相
違
す
る
。
従
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
要
素
の
生
産
力
・
債
格
に
つ
い
て
、
質
的
差



周
到
・
位
置
的
差
異
を
区
別
し
得
る
認
で
あ
る
。

土
地
の
物
源
的
た
位
置
が
自
ら
矯
化
ナ
る
と
と
は
友
い
に
針
し
、
資
本
・
労
働
・
経
笹
に
つ
い
て
は
、
競
争
は
、
結
局
に
於
て
、
住

置
の
差
異
を
消
滅
せ
し
め
、
性
質
上
の
差
異
の
み
を
残
存
せ
し
め
る
傾
向
を
持
つ
。
「
可
動
性
」
た
る
慨
念
は
、
同
一
生
産
要
素
の
各

地
方
に
於
け
る
債
格
が
均
等
化
す
る
程
度
を
一
不
す
も
の
と
す
る
。
す
る
と
、
土
地
の
可
動
性
は
定
義
に
よ
っ
て
零
で
あ
り
、
流
動
資

本
は
か
た
り
の
庚
さ
の
訓
域
に
亙
っ
て
殆
ん
ど
完
全
た
可
動
性
を
持
つ
、
ま
た
、
報
酬
た
る
賃
銀
の
殆
ん
い
と
全
部
が
獲
得
さ
れ
た
揚

所
で
消
費
き
れ
る
持
働
の
債
格
は
、
勿
論
、
賓
質
賃
銀
の
高
き
で
あ
る
。

問
境
は
本
間
的
移
動
に
射
す
る
最
も
編
著
た
障
害
で
あ
る
。
従
っ
て
、
古
典
準
抵
は
、
貿
易
そ
論
や
る
に
常
っ
て
、
生
産
要
素
に

同
際
的
可
動
性
は
全
然
存
在
し
司
な
い
と
云
ふ
飢
維
で
は
あ
る
が
便
宜
内
限
定
を
山
内
発
貼
と
す
る
。
と
の
慢
定
の
下
に
於
て
は
、
あ
ら

ゆ
る
生
持
手
段
が
江
川
内
閣
際
的
八
7
1仰
に
及
げ
「
影
響
は
締
ペ
ピ
同
一
マ
、
之
を
阿
別
す
る
と
と
が
無
意
味
と
乃
る
。
間
際
貿
易
は

各
国
に
於
け
る
各
穏
商
口
聞
の
相
針
的
生
産
費
に
よ
っ
て
定
ま
り
、

一
図
の
優
越
が
土
地
・
労
働
・
資
本
・
経
替
の
何
れ
に
基
〈
か
は
問

題
に
友
ら
友
い
。
そ
し
て
、
な
什
生
産
要
素
の
債
格
の
閥
際
的
差
異
の
一
部
は
、
位
置
的
た
も
の
で
、

地
代
の
性
質
を
持
つ
。

立
地
論
の
出
妥
結
に
於
て
は
、
資
本
・
M
m
I

例
・
経
A
A
何
れ
も
完
全
な
可
動
性
を
有
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
の
が
便
宜
で
あ
る
。

生

産
要
素
の
出
向
全
な
可
動
性
向
偲
定
が
、
同
時
に
‘
そ
の
要
素
の
完
全
な
可
分
性
の
仮
定
を
も
包
含
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
注
意
を
要
す

る
。
蓋
し
、
と
の
仮
定
を
許
さ
左
け
れ
ば
、
生
産
の
集
積
を
設
明
し
得
友
い
か
ら
で
あ
る
。
更
に
、
理
論
を
単
純
に
す
る
た
め
に
、

一
立
地
の
生
産
者
・
販
費
者
聞
に
は
線
ぺ
て
完
全
た
競
争
が
行
は
れ
て
ゐ
る
も
の
と
す
る
。

立
地
理
論
の
一
一
展
開

第
四
十
五
巻

八
六
九

第
六
競

七



立
地
理
論
の
一
展
開

第
四
十
五
巻

八
七

O

第
六
競

i¥ 
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可
動
の
生
産
要
素
が
不
動
の
要
素
た
る
ど
地
に
適
合
す
る
や
う
調
整
さ
れ
る
最
も
単
純
左
揚
合
は
、
産
地
に
白
然
航
態
で
存
在
寸

る
原
料
を
封
象
と
す
る
採
取
業
で
あ
る
。
と
a
A

に
採
取
業
と
一
式
ふ
の
は
、
生
産
過
程
の
主
要
部
分
が
土
地
か
ら
の
m
単
な
る
採
取
に
過

ぎ
や
，
、
原
料
産
地
で
直
ち
に
行
は
ね
ば
た
ら
ぬ
生
産
の
み
を
意
味
す
る
。
木
材
の
伐
採
、
水
力
後
電
等
が
そ
の
例
で
、
製
材
業
・
火

力
溌
常
の
如
吉
は
之
に
印
刷
し
右
い
り

と
の
意
味
に
於
け
る
採
取
業
の
立
地
決
定
が
草
純
友
の
は
、
加
工
業
の
揚
合
と
異
り
、
原
料
資
源
・
市
揚
及
び
他
の
如
何
な
る
地

誌
で
行
は
れ
る
か
と
云
ふ
問
題
の
決
定
を
要
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
採
取
業
は
定
義
に
よ
っ
て
、
原
料
資
源
で
行
は
れ
る
と
と
が
明

か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
立
地
の
決
定
は
.
軍
に
、
如
何
在
る
原
料
資
相
酬
が
選
接
さ
れ
る
か
と
云
ふ
問
題
に
師
着
す
る
。

も
し
生
産
さ
れ
る
商
品
が
唯
と
一
穫
で
、
各
立
地
の
生
産
費
が
生
産
量
の
如
何
に
拘
ら
十
一
定
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
問
題
は
極
め

て
簡
単
に
左
る
。
邸
中
h
J

、
人
口
・
生
産
・
消
費
、
共
に
、
悉
〈
、
生
産
費
の
最
も
低
廉
左
資
源
に
集
中
す
る
乙
と
と
左
る
。
併
し
、
現

寅
(ー)に
は
ヨt
r;r) 

事
情
拍t

作
用
す
る

一
般
に
は
、
商
品
は
一
一
穫
で
は
左
い
か
ら
、

E
の
自
然
資
源
が
用
ひ
ら
れ
る
か
は
、
消
費
地
及
び
他
の
原
料
資
源
に
封
す
る

位
置
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
。

(二)

生
産
費
は
単
位
面
積
詰
り
の
生
産
量
と
無
関
係
で
は
左
〈
、
採
取
の
集
約
度
が
一
定
限
度
以
上
に
達
す
る
・
な
ら
ば
、
他
の
資

源
を
利
用
す
る
方
が
有
利
に
な
る
。

〈三)

一
定
の
土
地
は
、
数
種
の
用
途
に
交
互
に
充
営
さ
れ
得
る
。
従
っ
て
、
土
地
が
如
何
に
利
用
さ
れ
る
か
は
、
立
地
決
定
を
別



の
角
度
か
ら
挑
め
た
結
悶
取
に
外
た
ら
た
い
。

と
の
三
傑
件
の
内
、
第
一
以
外
は
哲
ら
く
之
を
無
視
す
る
。
第
一
一
傑
件
の
重
要
性
を
示
す
歴
史
的
事
費
は
、
合
衆
岡
開
拓
の
順
序

で
る
る
。
早
く
開
拓
さ
れ
た
の
は
、
肥
沃
左
地
方
で
は
な
く
て
、

海
岸
に
近
い
地
域
で
あ
り
、

ミ
シ
シ
ヅ
ピ

1
平
原
の
良
好
な
主
嬢

が
利
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、

一一ュ

7

・
ィ
ン
グ
一
フ
ン

F
の
石
勝
ち
の
丘
陵
が
耕
作
さ
れ
て
数
代
を
粧
た
後
で
あ
る
。

リ
カ
ア
ド

ー
の
地
代
論
に
封
す
る
ケ
ア
リ

l
の
批
判
は
、
か
L

る
開
拓
順
序
の
観
察
を
茶
礎
と
す
る
。

運
送
費
一
要
素
だ
け
の
影
響
を
明
か
に
す
る
に
は
、
商
品
供
給
地
の
競
争
促
闘
す
る

][、山口己一-EL{
司
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に
よ
る
の
が
、
泊
切
で
あ
る
。
れ
資
源
に
於
け
る
商
品
の
採
取
費
が
明
か
で
あ
れ
ば
、
他
の
何
れ
か
の
地
駄
に
於
け
る
債
格

!
l地

ト

o
債
格

1
iは
、
資
源
に
於
け
る
債
格
と
運
送
費
と
の
和
で
あ
り
、

一
定
の
消
資
地
に
針
す
る
供
給
に
は
、

こ
の
和
の
最
低
左
資
源

が
営
る
事
に
友
る
。

と
れ
を
一
不
ナ
最
も
便
宜
左
方
法
は
、
地
方
債
格
の
等
し
い
地
黙
を
結
ぶ
多
数
の
コ
ン
ト
ル
線
、
印
ち
、
等
債
格
拍
慨
を
挑
く
と
と
で

あ
る
。

こ
の
線
を
掻
け
ぽ
、
債
格
は
資
源
に
於
て
最
低
な
の
で
あ
る
か
ら
、
何
れ
も
資
源
を
中
心
と
す
る
と
と
L
な
り
、
各
亡
の
紘

は
そ
の
内
部
の
線
よ
り
も
地
方
債
絡
が
一
草
位
だ
け
高
い
地
黙
を
一
不
す
。

か
ゃ
う
友
等
債
格
線
を
描
け
ば
、

A
B
二
採
取
地
の
市
場

閤
の
境
界
は

.
A
B
の
何
れ
か
ら
供
給
を
受
け
て
も
、
商
品
の
地
方
債
格
が
等
し
い
事
を
特
徴
と
す
る
。
換
言
す
れ
ば
‘
採
取
費
の
低

康
友
資
源
は
遺
ぐ
に
あ
っ
て
、
そ
の
採
取
交
に
於
け
る
優
越
が
相
殺
さ
れ
る
事
を
意
味
す
る
。
単
位
距
離
首
り
の
運
賃
が
常
に
f
で

立
地
理
論
の
一
一
展
開

第
四
十
五
巻

/"¥. 
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第
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一
二
九



立
地
理
論
の
一
展
開

第
四
十
五
巻

八
七

停
六
銑

O 

あ
る
と
き
、

A
B
K
於
け
る
採
取
費
を
そ
れ
ん
¥
L
b
と
す
れ
ば
、
境
界
線
上
の
地
鮪
P
に
つ
い
て

『

(
P
H
ν
l
回目

M
)
H州
内
回

l
問、
P

た
る
等
式
が
成
立
す
る
。
所
で
、

-L
、
γ

旬、

f
は
何
れ
も
一
定
で
あ
る
。
従
っ
て
、
境
界
線
の
形
は

k
f宮
町
卸
ち
距
離
の
差
が
一

定
と
云
ふ
僚
件
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
常
に
双
曲
線
と
友
る
。

W
L
F

目、

イ
ワ
ド

-
h
U
A
M
こ
へ
、
、
「
〉
4
2
1
k
ι

正
包
之
こ

:
E
1
1
A
Z
E
-
-
h
E
3に
:

為

千

日

ノ

21会

H
3
a
y
〉
F
U

工
、
二
、

:FHト
己
』
、
，
y

・1

白
調
附
嗣
ド
方
f
J
F
4

一
H
A
M
P
耳
主
ド
」
F
q
民
草
4
3回
世
免
日
R
有
力

I
Fミ
革
、

U
一
て
士
し
」
一
Z
J
M同

F
在

来

陪

u
k
A
が

る
。
蓋
し
、
採
取
業
は
、
そ
の
性
質
上
、
常
に
牧
谷
逓
減
法
則
の
作
用
す
る
程
度
ま
で
建
し
て
居
り
、

と
れ
以
上
可
動
生
産
要
素
を

増
加
し
て
も
、
そ
の
牧
盆
は
比
例
的
に
は
増
加
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。

牧
益
遁
減
法
則
の
作
肘
を
認
め
る
と
き
、
債
格
と
等
し
く
た
る
の
は
限
界
生
産
費
で
あ
る
。
可
動
的
な
生
産
要
素
の
調
達
に
要
ナ

る
卒
均
費
用
は
、
販
蓑
債
格
よ
り
小
さ
く
(
そ
の
程
度
は
生
産
量
に
よ
っ
て
相
違
す
る
)
左
り
、
そ
の
差
は
位
置
地
代
を
構
成
す
る
。

立
地
を
異
に
す
る
採
取
業
の
競
争
に
射
す
る
牧
盆
遜
減
法
則
の
作
用
は
第
一
固
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
圏
中
直
線
(
)
心
は
資
源
A

か
ら
の
距
離
に
連
れ
て
地
方
債
格
の
増
大
す
る
事
を
一
示
す
運
送
傾
線
で
あ
る
。

一
運
送
傾
線
の
高
さ
は
採
取
地
に
於
け
る
商
品
債
格

に
よ
っ
て
定
ま
り
、

乙
れ
は
、
収
益
遁
減
法
則
が
作
用
す
れ
ば
、
市
揚
幽
の
横
犬
、
即
ち
全
生
産
量
の
増
大
に
比
例
し
て
、

高
ま

る
令
何
と
な
れ
ば
、
生
産
量
の
愛
化
に
際
じ
て
、
運
送
傾
線
の
位
置
も
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
、

L
ま
で
が
A
の
市
担
額
圏
で

あ
れ
ば
、
A
に
於
け
る
採
取
費
は
〉
亡
で
あ
り
、
運
送
費
の
影
響
に
よ
っ
て

L
に
於
け
る
地
方
債
格
は
円

ο
と
在
る
。
も
し
A
の
市

揚
闘
が
M
ま
で
横
大
す
れ
ば
、
採
取
費
は

k
r
m
、
M
に
於
け
る
地
方
債
格
は
宮
∞
と
た
る
。
市
揚
凶
が
N
ま
で
撲
大
す
れ
ば
、
運
送

傾
線
は

-
d
ま
で
高
ま
ら
う
。
同
様
に
、
競
争
闘
係
に
立
つ
採
取
地
B
の
運
送
傾
線
も
、
市
揚
図
の
鎖
大
に
伴
っ
て
、

同

)

。

w
E【
W
]
回
同



d

u

n

o

 

第圃

• c 

a 

と
尖
第
に
高
ま
る
。

と
れ
ら
蓮
迭
傾
線
に
つ
い
て
軍
要
な
の
は
、
市
場
圏
の
限
界
に
於
け
る
債
絡
を
示

ナ
駄
で
あ
る
。
例
へ
ば
、

A
に
つ
い
て
は
Q
S
U
、
B
に
つ
い
て
は
G
I
K
の
如
き
。

----同ゃ・、

そ
E
T

こ
の
黙
を
連
結
す
れ
ば
.
市
揚
倒
の
繍
大
に
伴
ふ
限
界
に
於
け
る
地
方
債

格
の
措
変
化
を
一
不
す
線
が
得
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
限
界
線
と
呼
ぶ
。

第
一
閣
の
場
合
の
や
う
に
、
線
ぺ
で
の
資
源
が
地
方
市
場
を
保
有
し
、
債
待
競
争

が
中
関
川
帯
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
と
き
、
競
争
の
結
果
が
そ
れ
/
¥
の
限
界
線
の
交
知

で
一
不
さ
れ
る
と
と
は
明
瞭
E
あ
り
、
'
h

吋
桁
主
有
日
商
司
コ
皇

uFJ
抗
?
4
4二
-

j

符
l
一

I
4
E
O
R
J
;
勤
v
(

ヨ
オ
F
。

併
し
、
消
費
地
数
に
比
較
し
て
資
源
が
多
数
で
あ
れ
ば
、
事
情
は
少
し
繭
鈍
化
す
る
。

卸
ち
、

と
の
揚
合
に
は
、

一
消
費
地
が
距
離
を
異
に
す
る
多
数
資
源
の
会
供
給
量
を

消
化
し
得
‘
従
っ
て
、
近
い
資
源
の
外
に
遠
隔
の
そ
れ
も
生
産
物
を
供
給
し
、
市
場

で
競
争
す
る
か
ら
で
る
る
。

A 

第
二
聞
は
こ
の
場
合
を
一
不
ず
っ

A
B
C
三
資
源
は
、
何
れ
も
生
産
物
を
市
場
T
へ

供
給
す
る
。
三
資
源
の
限
界
線
は
そ
れ
件
¥
』
山
戸
。
ァ
宮
内

要
が
存
在
し
左
い
潟
で
あ
る
。

で
あ
り
、
そ
の
角
度
が
運
送
傾
線
に
等
し
い
の
は
、
司
』
4

円
、
の
左
に
は
需

寸
戸
の
右
の
水
平
線
は
、
距
離
の
増
大
で
は
な
く
、
消
費
市
揚
に
於
け
る
販
寅
量
を
一
万
し
、
消
費
市

場
に
於
け
る
需
要
曲
線
は
り
己
、
で
る
る
。
そ
し
て
、

立
地
理
論
の
一
展
開

吋
「
の
右
側
に
於
い
て
限
界
線
(
否
、

地
方
供
給
曲
線
)

が
念
角
度
で
上
昇

第
四
十
五
巻

八
七
三

第
六
競

一



立
地
理
論
の
一
展
開

至高国
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四
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五
巻
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回

第
六
銃

一

し
て
ゐ
る
の
は
、
市
場
の
大
部
分
に
供
給
す
る
た
め
の
限
界
費
用
の
増
大
を
示

す
。
例
へ
ば
、
債
格
が
V
で
あ
れ
ば
、
資
源
B
が
全
市
揚
の
需
要
を
充
足
し
得
る

け
れ
ど
も
、
債
格
が

J
以
上
に
な
る
や
否
や
、
競
手
資
源
じ
も
供
給
に
参
加
し
得

? 

る
こ
と
L
な
る
。
闘
の
如
昔
、
僚
件
の
下
に
於
て
は
、
均
衡
は
、
市
場
債
格
が
戸
可

て
、
一
一
一
資
源
の
叫
中
川
崎
宏
ム
ロ
け
が
正
に
川
市
市
併
に
趨
合

L
、
同
沼
十
「

Z
十
円
(
)
H
門
司

在
る
と
き
、
成
立
す
る
。
そ
し
て
‘
こ
の
均
衡
に
含
ま
れ
る
運
迭
傾
線
は
勿
論
之
戸

で
あ
り
、
三
委
源
の
限
界
採
取
費
は
そ
れ

λ
¥
〉

(ν
富
山
、
(
)
印
で
あ
る
3

向、

ご
一
資
源
の
競
争
が
中
央
市
揚
T
の
み
に
限
ら
れ
十
、

T
よ
り
左
の
る
ら
ゆ
る
需
要

に
つ
い
て
行
は
れ
る
と
と
も
、
明
白
と
云
は
ね
ば
友
ら
な
い
。

牧
谷
遜
減
法
則
の
作
用
す
る
場
合
、
限
界
線
は
明
か
に
運
送
傾
総
よ
り
も
念
角

度
を
示
す
。
然
る
に
、
市
場
圏
の
境
界
を
決
定
す
る
の
は
限
界
総
の
交
貼
(
第
一

闘
で
は

Z
)
で
あ
る
か
ら
、
牧
谷
逓
減
法
則
は
遥
詮
費
と
同
様
に
作
用
す
る
こ
と
ミ
な
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
そ
の
た
め
に
、
採
取
費

の
低
廉
友
資
源
の
優
越
は
制
限
さ
れ
、
採
取
費
を
多
〈
要
す
る
資
源
の
市
場
は
一
定
の
保
護
を
受
砂
、
限
界
線
が
念
角
度
に
上
昇
す

れ
ば
、
利
相
さ
れ
る
資
源
が
多
〈
、
平
で
あ
れ
ば
、
採
取
業
か
少
数
の
資
源
に
集
中
す
る
。

限
界
線
に
影
響
す
る
保
件
と
し
て
は
、
運
送
費
の
一
般
水
準
、
賃
卒
の
様
式
、
消
費
の
分
布
、
市
場
圏
内
の
各
地
却
に
於
け
る
需

要
の
弾
力
性
、
費
用
函
数
が
教
へ
ら
れ
る
。



四

次
に
、
農
業
の
如
〈
、

殊
性
が
存
在
す
る
か
を
見
る
。 一
定
の
土
地
が
交
互
に
種
々
の
用
途
に
も
允
骨
曲
さ
れ
る
採
取
業
に
移
り
、
こ
の
種
の
産
業
忙
は
如
何
な
る
特

採
取
業
を
他
の
産
業
と
匝
別
す
る
立
地
的
特
徴
は
、
技
術
上
必
然
的
に
原
料
資
源
を
立
地
と
す
る
事
で
あ
る
。
従
っ
て
、

ゴ二
Jill 
l土

加
工
業
の
揚
合
の
や
う
に
作
業
の
揚
所
で
あ
る
外
、
更
に
、
原
料
の
供
給
源
で
も
あ
る
か
ら
、
生
産
要
素
中
に
占
め
る
割
合
が
大
き

ぃ
。
生
産
妥
一
議
の
組
合
せ
に
於
け
る
こ
の
粗
放
性
は
、
農
業
に
特
に
頴
著
で
あ
る
③

器
業
に
於
て
は
、
か
く
一
経
管
は
判
仙
波
的
で
あ
る
が
、

回
生
態
物
の
生
産
に
充
ム
作
則
さ
れ
る
入
J

資
源
に
比
較
す
れ
ば
、

そ
の
面
積
が

狭
小
訟
の
を
川
市
と
ず
る
。

:
t
;
i
p
J
4
T
、

1
Jオ
に

M
L
吋

農
業
に
政
争
の
多
い
の
も

個
hx

の
生
産
者
の
本
一
時
に
針
ヤ
ゐ
影
響
が
小
芯
い
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
全
産
保
件
が
特
殊
な
一
作
物
に
有
利
な
地
域
で
は
、

無
数
の
濁
立
の
生
産
者
が
同
一
作
物
の
栽
証
明
に
従
事
す

る
。
従
っ
て
、
農
業
の
玄
地
を
問
題
と
す
る
に
営
つ
て
は
、
生
産
地
黙
に
到
し
て
市
場
圏
が
あ
る
と
解
す
る
よ
り
も
.

一
消
費
地
賭

に
射
す
る
生
産
閤
を
前
提
す
る
方
が
適
切
で
る
る
。

と
の
揚
合
、
先
づ
、
消
費
地
に
於
け
る
債
格
と
逗
送
費
と
が
定
ま
れ
ば
、
他
の
地
鮪
に
於
け
る
償
絡
も
定
ま
る
@
従
っ
て
、
消
費

市
場
を
中
心
と
す
る
債
俗
の
養
化
は
、

一
方
向
に
つ
い
て
は
、
下
降
す
る
運
送
傾
線
で
、
線
べ
て
の
方
向
を
同
時
に
問
題
と
す
れ
ば
‘

犬
山
阻
同
心
園
を
な
す
一
一
閣
の
等
債
格
線
で
一
不
さ
れ
る
。
次
に
、

一
定
の
土
地
を
一
定
の
用
途
に
芳
首
ず
る
と
き
得
ら
れ
る
地
代
は
、

費
用
函
教
と
生
産
物
の
債
格
と
に
よ
っ
で
決
定
さ
れ
る
。
然
る
に
、

一
定
の
費
刷
函
数
を
前
提
と
す
る
か
ら
‘
地
代
は
生
産
物
の
債

格
に
臆
じ
て
費
化
す
る
認
で
あ
る
。

こ
の
二
事
情
に
よ
っ
て
、

一
消
費
市
揚
を
中
心
と
す
る
帥
域
に
於
け
る
地
代
の
努
化
が
明
か
に

立
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た
る
ロ
創
ち
地
代
の
量
を
縦
座
標
で
一
示
せ
ば
、
そ
の
礎
化
は
、
犬
模
闘
錐
形
の
地
代
面
と
な
り
、

一
方
向
だ
け
を
見
れ
ば
、
運
送
傾

線
が
距
離
の
函
数
と
し
て
の
慎
絡
を
一
不
す
と
等
し
ぐ
、
距
離
の
函
教
と
し
て
の
地
代
を
一
示
す
地
代
傾
線
と
た
る
。
但
し
、
地
代
同
が

一
生
産
物
の
衡
す
地
代
の
努
化
を
一
不
す
詐
り
で
あ
る
と
云
ふ
事
寅
は
、
注
意
を
要
す
る
。
従
っ
て
、
特
定
の
地
域
に
つ
い
て
は
、

ノ、

コ
ッ
ト
ラ
ン

F
の
葡
萄
の
如
く
損
失
と
な
る
作
物
友
除
き
、

そ
の
生
産
に
用
ひ
ら
れ
た
可
動
生
産
要
素
に
対
す
る
賛
用
以
上
の
債
格

が
}
十
何
す
お
作
物
数
と
等
し
い
だ
げ
の
、
黙
っ
た
地
代
闘
が
存
命
す
る
ω

各
生
産
物
の
地
代
両
の
形
の
主
た
決
定
悶
子
を
見
る
に
、
最
も
穎
著
友
の
は
、
地
黙
に
よ
る
生
宜
伸
一
費
(
邸
ち
費
用
回
数
)
の
差
異
で

る
る
。
こ
の
差
異
の
大
部
分
は
、

土
性
・
気
候
に
基
き
、
従
っ
て
、
純
経
済
的
分
析
の
範
閣
外
に
出
る
が
、
そ
の
一
部
、
例
へ
ば
、
食

料
品
の
債
格
の
低
廉
友
地
方
は
弁
働
費
も
低
廉
な
の
を
常
と
す
る
と
云
ふ
ゃ
う
宏
事
情
は
、
経
済
的
に
設
明
さ
れ
得
る
。
併
し
、
か

L

る
差
異
の
立
地
に
劃
す
る
影
響
の
吟
味
は
後
に
譲
り
、

と
h
K
は
費
用
函
数
の
地
黙
に
よ
る
草
花
異
に
よ
っ
て
、
大
陸
闘
錐
形
の
地

代
面
に
歪
の
生
や
る
と
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。
地
代
面
の
形
に
影
響
す
る
第
二
の
事
情
は
、
運
治
資
水
準
で
あ
る
。
と
の
鮪
は

特
に
説
明
す
る
要
な
〈
-
車
に
、
運
没
費
は
陪
離
の
増
大
に
連
れ
て
逓
減
す
る
の
が
常
で
あ
る
た
め
に
、
地
代
面
は
市
場
の
近
く
で

急
激
に
下
降
し
、
資
源
の
外
部
で
漸
突
に
零
に
近
づ
く
と
と
に
、
注
意
す
れ
ば
よ
い
。
但
し
、
費
用
函
教
を
一
不
ず
第
三
聞
に
明
か
な

や
う
に
、
運
治
費
が
距
離
に
正
比
例
す
る
場
合
に
も
、
地
代
酉
は
四
面
で
あ
る
。
闘
に
於
て
、
縦
座
標
は
可
動
生
産
要
素
に
針
す
る

限
界
費
財
を
、
横
山
間
棋
は
一
期
聞
に
於
け
る
軍
位
面
J

税
蛍
り
生
産
量
を
示
す
と
す
れ
ば
、
生
産
量
は
可
動
生
産
要
素
に
劃
す
る
支
出

が
生
産
物
債
特
(
句
心
)
と
等
し
く
た
る
や
う
に
定
ま
り
、

一
期
聞
に
於
け
る
単
位
面
積
蛍
り
地
代
は
斜
線
の
部
分
の
面
積
に
比
例
す

る。
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費
川
市
函
数
の
形
に
つ
い
て
一
玄
ひ
得
る
こ
と
は
、
正
の
方
向
を

取
る
と
と
だ
け
で
る
る
。
併
し
、

そ
の
方
向
が
正
で
あ
れ
ば
、

債
格
の
措
変
化
に
件
ふ
地
代
の
愛
化
は
、
債
絡
が
高
い
場
合
に
は

低
い
揚
合
よ
り
も
英
一
し
い
。
そ
の
結
田
明
、
地
代
面
が
一
個
で
あ

り
、
運
送
費
が
距
離
に
正
比
例
す
る
と
き
、
地
代
西
の
傾
却
は

市
場
の
近
〈
で
は
常
に
激
し
〈
、
又
運
送
傾
線
が
横
軸
に
平
行

の
場
合
に
も
上
に
傾
き
、
寅
際
に
見
る
や
う
に
、
運
送
傾
線
白

醐
砲
が
と
に
傾
い
て
ぬ
お
場
合
に
は
.
地
代
矧
線
の
傾
斜
は
一
府

念
に
怠
る
。

地
代
面
の
形
は
、
結
局
は
、
費
用
函
教
の
性
質
に
規
定
さ
れ

る
の
で
る
る
が
、
生
産
物
の
異
る
場
合
と
等
し
〈
、
単
位
商
積

首
り
の
生
産
量
の
穆
一
化
に
伴
っ
て
、
受
化
す
る
。
も
し
溜
粁
営
り
這
溶
賃
翠
が
生
産
物
の
種
類
の
如
何
を
問
は
や
常
に
同
一
で
あ
れ

ば
、
市
揚
か
ら
の
距
離
の
増
加
に
伴
友
ふ
理
営
り
債
絡
の
減
少
も
同
一
の
筈
で
あ
る
。
併
し
、
生
産
物
主
の
車
位
面
積
営
り
牧
量
一

0
0溜
に
針
し
、

B
の
そ
れ
が
二
砲
に
過

F
友
い
と
す
れ
ば
、

A
の
生
産
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
地
代
は
、
距
離
の
増
大
に
件
っ
て
、

近
接
地
に
友
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

B
の
そ
れ
よ
り
も
急
激
に
減
少
し
、
地
代
酉
の
傾
斜
が
念
に
た
る
。
従
っ
て
、

A
が
生
産
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
立
地
は
市
場
の

立
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鱗
業
そ
の
他
一
般
に
原
料
資
源
を
立
地
と
す
る
産
業
の
地
代
国
は
完
全
な
園
錐
形
と
は
左
ら
や
、
石
次
洞
の
石
村
旬
の
や
う
に
、
皐

に
断
片
的
に
と
ミ
か
し
こ
に
袋
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
蓋
し
、

と
の
種
の
産
業
に
つ
い
て
は
、
市
相
加
に
判
別
す
る
距
離
よ
り
も
資
源
の
壁

度
が
著
し
く
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
併
し
、
煉
瓦
粘
土
・
砂
利
の
や
う
に
庚
く
分
布
し
し
か
も
高
高
な
鎖
物
を
利
用
す
る
の
で
あ
れ

ぽ
、
運
送
費
の
影
響
が
穎
著
に
友
ら
う
。

JE 

普
通
の
加
工
業
の
立
地
そ
研
究
す
る
に
営
つ
て
は
、
先
づ
、
土
地
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
生
産
要
素
が
完
全
な
可
動
性
を
有
す
る
も
の

と
仮
定
す
る
。

こ
の
仮
定
の
下
に
於
て
は
‘
立
地
は
運
設
費
の
み
に
よ
っ
て
定
ま
り
、

土
地
以
外
の
生
産
要
素
は
総
べ
て
狗
内
債
格

を
享
受
し
左
い
。
突
に
、
原
料
を
供
給
す
る
採
取
業
の
立
地
、
並
に
、
生
産
物
の
需
要
の
分
布
を
所
奥
と
す
る
。
か
く
簡
軍
左
前
提

を
奥
へ
れ
ば
、

工
業
の
分
布
は
、
原
料
資
源
に
近
い
立
地
と
市
揚
に
近
い
立
地
と
を
比
較
す
る
と
き
何
れ
が
有
利
で
あ
る
か
と
云
ふ
、

運
送
上
の
利
径
の
比
較
に
よ
っ
て
、
決
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
原
料
資
源
と
市
揚
と
の
組
合
せ
の
線
べ
て
に
つ
い
て
‘
原
料
空
調
達

し
生
産
物
を
市
揚
へ
供
給
す
る
に
必
要
な
運
送
費
の
最
小
た
黙
が
一
個
以
上
存
在
し
、
前
程
に
よ
っ
て
生
産
費
は
相
違
し
左
い
か
ら
、

乙
の
結
が
立
地
ム
」
な
る
誇
で
る
る
。

と
れ
は
、

C
E
D
F
μ

三
二
戸
由
民
宮
口
三
宮
門
r
o
H
凶£
2
2
L
Z
口問斗・

4
0
-
r
z
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z
n
E『邑α
一
戸
一
命
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早
∞
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が
夙
に
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破
し
、
後

d
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F
t
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含
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E
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E
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E
「
円
向
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号
、
】
d
F
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ミ
oca)

が
復
活
・
普
及
せ
し
め
た
事
柄
で
る
っ
て
、

ウ
ェ

I
バ
I
の
運
送
費
の
影
響
に
関
す
る
研
究
の
主
た
る
内
容
は
、

原
料
資
源
・
市
担
額
が
奥
へ
ら
れ
、
従
っ
て
、
立
地
形
が
一
定
し

て
ゐ
る
揚
ム
口
に
於
け
る
運
送
費
最
小
黙
の
決
定
に
外
な
ら
な
い
c

こ
の
限
定
さ
れ
た
意
味
に
於
け
る
立
地
の
決
定
は
、

ウ
ヱ

l
バ

l



に
倣
っ
て
指
向
。
ヨ
ロ
門
戸
Z
Q
コ
と
呼
ぶ
の
が
溜
首
と
思
は
れ
る
。

指
向
の
問
題
は
、
原
料
資
源
・
市
揚
を
中
心
と
す
る
等
線
を
描
く
と
と
に
よ
っ
て
、
解
決
さ
れ
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
相
接
す
る
等
級

間
の
間
隔
は
、
生
産
物
一
一
砲
に
必
要
友
運
送
費
、
例
へ
ば
一
弗
を
現
す
と
す
る
。
然
ら
ば
、
原
料
資
源
を
中
心
と
す
る
等
線
群
と
市

揚
を
中
心
と
す
る
そ
れ
と
の
空
間
闘
係
は
、
生
産
物
一
一
砲
を
得
る
に
必
要
注
原
料
の
沼
教
、
原
料
・
生
産
物
の
溜
粁
営
り
賃
零
の
比

運
送
距
離
と
運
送
費
と
の
闘
係
に
よ
っ
て
定
ま
る
。

そ
し
て
、
原
料
と
生
産
物
と
の
重
量
闘
係
運
送
費
闘
係
を
ウ
ェ
l
パ

1
の
原
料

係
数
の
如
き
一
数
値
で
表
現
す
る
こ
と
の
可
能
な
た
め
に
は
、
原
料
の
代
替
が
行
は
れ
な
い
と
と
の
外
、
更
に
、
活
粁
営
り
運
送
費

が
距
離
方
向
の
如
何
に
よ
っ
て
制
定
し
な
い
と
云
ふ
燦
件
を
要
す
る
。

と
の
保
件
の
下
に
於
て
、
始
め
て
、
例
へ
ば
、
生
産
物
一
一
地

を
川
町
る
た
め
に
胤
利
一
一
一
副
主
要
す
る
が
、

原
料
に
針
す
る
庖
粁
首
り
賃
一
年
が
生
士
命
令
物
の
一
モ
れ
の

1
一
ヨ
陀
池
山
吉
な
い
と
き
一
、
生
市
出
物

川
地
比
川
町
す
る
原
料
の
想
定
手
最
を
一
・
五
題
と
し
、
原
料
係
数
一
・
五
と
云
ひ
、
雨
後
賃
卒
の
去
を
佐
…
閥
し
得
る
の
で
あ
る
。

と

L

に

原
料
指
数
了
五
と
云
ふ
の
は
原
料
資
源
を
中
心
舟
一
す
る
等
級
の
間
隔
が
、
市
揚
を
中
心
と
す
る
そ
れ
の

1
一
日
な
る
と
と
を
意
味
し
、

ウ
ェ
l
バ
l
の
や
う
に
、

力
事
的
に
、

原
料
の
生
還
を
牽
引
す
る
力
は
市
場
の
そ
れ
の
了
五
倍

σあ
る
と
一
云
っ
て
も
‘

同
じ
で
あ

る
。
も
し
、

か
L

る
僚
件
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
貧
際
の
運
送
費
を
一
示
ナ
コ
ン
ト
ル
M

仰
を
描
く
外
は
た
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
原

料
資
源
・
市
場
を
中
心
と
す
る
等
線
を
碁
礎
と
し
て
、
原
料
・
生
産
物
の
運
迭
に
必
要
友
会
費
用
の
等
し
い
黙
を
連
結
し
て
、
新
し
い

等
線
を
描
く
こ
と
が
可
能
K
友
り
、

そ
の
内
最
も
内
部
に
る
る
等
線
が
、
運
送
最
小
献
の
存
庇
ず
る
範
閣
を
示
す
。

指
向
を
問
題
と
す
る
に
円
高
り
、
市
場
の
位
置
を
所
輿
と
す
る
の
は
営
然
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
如
何
な
る
市
揚
・
原
料
資
源
が
組
合

は
さ
れ
る
か
は
、
そ
れ
白
健
と
し
て
解
決
を
裂
し

ま
た
ウ
ェ
l
バ
ー
が
極
め
て
不
完
全
に
し
か
解
決
し
た
か
っ
た
問
題
で
る
る
。

立
地
理
論
の
一
一
展
開

第
四
十
五
巻

八
七
九

第
六
抗

七



立
地
理
論
の
一
展
開

第
四
十
五
巻

八
凡

O

第
六
披

，"¥. 

そ
し
て
.
こ
の
問
題
は
.

一
定
資
源
の
原
料
に
よ
る
生
産
地
黙
の
市
場
闘
の
限
定
と
、

一
定
市
場
に
針
す
る
生
産
閣
の
限
定
と
に
分

れ
る
。

メ入
7 、

一
想
定
重
量
が
卓
越
す
る
た
め
に
、
指
向
が
立
地
と
は
無
関
係
に
定
ま
る
揚
合
を
考
へ
る
。

一
原
料
し
か
使
用
し
な
い
原
料

指
向
工
業
の
土
地
は
、
採
取
業
の
そ
れ
と
等
し
〈
、
原
料
の
採
取
費
及
び
市
揚
ヘ
の
迩
送
費
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
所
で
、
質
際
の
加

工
費
は
、

慨
定
に
よ
っ
て
、
湯
川
及
び
生
産
量
の
川
州
民
拘
ら
宇
阿

台
あ
っ
亡
、
立
地
に
影
響
し
な
い
の

フ
亡
の
結
長
、
山
次
坑
陀
指

向
ず
る
骸
炭
櫨
の
市
場
闘
は
、
炭
坑
の
そ
れ
と
同
様
に
し
て
定
ま
り
、
繰
棉
工
場
の
立
地
は
棉
作
地
と
殆
ん
ど
一
致
す
る
。

生
産
行
程
が
市
揚
へ
指
向
す
る
場
合
に
は
、
運
送
を
要
す
る
の
は
原
料
だ
け
で
る
る
。
そ
し
て
、
加
工
費
は
一
定
不
鑓
と
偲
定
す

る
か
ら
、
各
生
産
地
貼
の
市
揚
闘
は
、

そ
の
地
賦
白
鶴
に
外
な
ら
や
、
唯
々
ど
の
原
料
資
源
が
用
ひ
ら
れ
る
か
は
、
原
料
の
地
方
債

格
に
よ
っ
て
定
ま
り
、
同
一
原
料
資
源
に
よ
る
生
産
地
賠
即
ち
布
場
閤
の
地
方
債
格
は
資
源
と
の
一
距
離
の
相
遣
に
件
っ
て
相
違
ナ
る

か
ら
、
同
一
一
原
料
資
源
に
よ
る
立
地
及
び
市
場
闘
が
集
っ
て
、

一
定
の
地
帯
を
構
成
す
る
許
り
で
あ
る
。

一
般
の
揚
合
、
即
ち
・
運
港
最
小
結
が
必
や
し
も
原
料
資
源
或
は
市
場
に
一
致
せ
や
多
数
存
在
し
得
る
揚
合
は
、
右
に
漣
ぺ
た
二

種
の
可
能
性
が
並
存
す
る
も
の
と
見
倣
し
得
る
。
従
っ
て
、
各
原
料
資
源
を
立
地
と
す
る
生
産
、

及
び
、
各
原
料
資
源
を
利
用
ナ
る

市
場
指
向
生
産
の
等
線
群
を
描
〈
友
ら
ば
、
任
意
の
而
揚
に
謝
し
て
最
低
地
方
債
格
で
供
給
す
る
立
地
を
決
定
す
る
事
が
出
来
、
各

等
線
の
交
賠
を
結
ぶ
線
は
、
地
方
債
格
の
等
し
い
勲
、
郎
ち
指
向
鴎
の
境
界
と
た
る
。

次
に
、
運
送
指
向
に
つ
い
て
屡
k

論
ぜ
ら
れ
る
問
題
に
、
二
個
以
上
の
原
料
資
源
が
立
地
形
に
参
加
し
、
各
原
料
及
び
生
産
物
の

想
定
重
量
に
殆
ん
と
相
違
が
な
い
た
め
、
運
港
最
小
結
が
原
料
資
源
と
市
担
額
と
の
中
聞
に
位
す
る
揚
ム
口
に
於
け
る
そ
の
位
置
で
あ
る
。



こ
の
問
題
に
閲
し
て
は
、
分
離
せ
る
運
送
最
小
貼
の
意
義
が
、
普
通
過
大
に
評
便
さ
れ
て
ゐ
る
燥
の
あ
る
と
と
が
注
意
さ
れ
る
。
先

づ
、
か
t
A

る
運
送
最
小
賄
が
生
や
る
場
合
は
、
費
際
に
は
多
〈
は
な
い
。
詳
言
す
れ
ば
.
第
一
に
、
か
L

る
最
小
結
が
生
や
る
た
め

に
は
、
如
何
在
る
想
定
重
量
も
他
の
想
定
重
量
の
糟
和
以
上
で
な
い
外
に
、
原
料
資
源
・
市
場
の
位
置
が
一
定
の
関
係
を
有
せ
ね
ば

左
ら
ぬ
。
例
へ
ば
、
沼
港
費
が
一
律
の
と
き
、
立
地
三
角
形
の
市
場
に
於
け
る
角
度
が
一
五

O
度
で
あ
れ
ば
、
原
料
指
数
が
四
で
あ

つ
で
も
、
最
小
黙
は
市
揚
を
離
れ
や
、

一
一
原
料
資
源
に
於
け
る
角
度
が
一
五

O
度
で
あ
れ
ば
、
そ
の
原
料
の
想
定
重
量
が
他
の
原
料

及
び
生
産
物
の
そ
れ
の
和
の

1
互
に
過
ぎ
な
く
て
も
、
最
小
結
は
そ
の
資
源
と
一
致
す
る
。
第
二
に
、
運
送
費
が
一
律
で
あ
っ
て
も
、

策

c 
p 

四圃て
受
化
は
あ
る
が
、
自
ら
一
定
し
て
ゐ
る
。
第
三
に
、

分
離
し
た
運
送
最
小
黙
の
生
や
る
数
付
、

一
見
考
へ
ら
れ
る
程
多

勝
一
で
は
な
山
。

例
へ
ば
、
怨
定
湧
是
の
関
係
を
基
礎
と
し
亡
、
ト
ム

の
や
う
に
指
向
圏
を
岡
一
示
ず
る
。
す
る
と
、
左
方
の
扇
形
内
の
市

揚
に
劃
す
る
最
小
結
は
M
、
右
方
の
扇
形
内
の
市
担
額
に
叫
制
す
る
そ

れ
は
M
、
雨
弧
に
狭
ま
れ
た
部
分
で
は
市
場
自
槌
に
存
在
す
る
乙

と
は
明
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
あ
る
任
意
の
市
場
C

K
針

ず
る
回
忌
小
黙
の
み
が
、
。
。
、
線
と
張
ム
」
の
交
黙
P
陀
存
在
す
る
事

'
と
な
り
、

C
の
存
在
し
得
る
範
聞
は
、
想
定
重
量
の
聞
係
に
よ
っ

こ
れ
ま
で
一
定
と
見
倣
し
た
運
送
費
が
、
賃
率
友
ぴ
積
却
費
の
閥
係
か
ら
還

選
距
離
が
増
大
す
る
に
連
れ
て
逓
減
す
る
こ
左
、
及
び
、
運
送
路
が
一
定
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
中
間
立
地
を
少
泣
か
ら
し
め
る
。

立
地
理
論
の
一
一
展
開

第
四
十
五
巻

第
六
提

只、

" 

九
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競

四
O 

従
っ
て
、
中
間
立
地
の
生
や
る
可
能
性
は
少
い
と
議
想
さ
れ
る
が
、

し
か
も
現
一
買
に
原
料
資
源
・
市
場
の
何
れ
で
も
な
い
立
地
の

成
立
す
る
事
が
あ
る
。
そ
の
大
部
分
は
.
運
送
指
向
の
結
果
で
た
い
揚
合
で
あ
っ
て
、
後
に
論
十
べ
き
問
題
で
あ
り
、

一
部
は
後
替

地
、
交
逝
踏
の
起
鮪
・
格
附
制
・
交
劉
が
供
す
る
特
殊
の
利
益
に
基
く
も
の
で
、

そ
の
数
は
限
ら
れ
て
ゐ
る
。

..匂.
J、

次
K
W
労
働
事
仙
の
古
地
に
割
ナ
る
影
響
空
論
」
す
る
が
、

と
の
部
公
に
於
て

7
1
1
パ

l
コ
ぢ
主
』
ビ
ド
匝
L
土
、

『
一

d

ハ
ν
」
/
斗
4
3
4
4才
T

v

l

b

ト
ヒ
ヒ
仁
子
山
え
〉
託

ιf-

二
dp一三、

E
官
官

格
の
相
迭
に
闘
す
る
チ
ュ

l
ネ
ン
の
見
解
、
及
び
市
揚
凶
凶
に
闘
す
る
の

-
z
E
E一一コ
の
研
究
を
以
て
し
て
、

注
意
す
ぺ
き
結
呆
が
牧

め
ら
れ
て
ゐ
る
o
M
H
働
の
可
動
性
が
完
全
で
あ
り
、
寅
賃
貸
銀
の
最
高
の
揚
所
へ
移
住
す
る
と
と
に
何
ら
制
限
が
友
け
れ
ば
、
あ
ら

ゆ
る
立
地
の
寛
賞
賃
銀
は
均
し
く
友
る
。
こ
れ
に
割
し
、
貨
幣
で
示
し
た
名
目
賃
銀
、
邸
ち
、
経
川
町
両
者
が
M
W
働
力
を
調
達
す
る
に
要

ず
る
費
用
は
、
買
質
賃
銀
が
等
し
く
と
も
、
生
活
資
料
の
地
方
債
格
が
相
違
す
る
以
上
、
等
し
く
は
な
ら
や
、
そ
の
差
は
立
地
に
影

響
す
る
。

併
し
、
質
賃
貸
銀
の
差
は
、
運
送
費
と
剥
ー
す
る
樹
立
の
立
地
因
子
で
あ
ら
う
か
u

賃
銀
の
大
部
分
は
獲
得
さ
れ
た
場
所
で
直
ち

に
生
活
資
料
の
調
達
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る
。
従
っ
て
・
責
質
賃
銀
が
等
し
い
に
拘
ら
や
、
名
目
賃
銀
が
異
な
る
こ
と
は
、
生
活
資

料
の
地
方
債
仲
け
が
異
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
過
空
中
、
後
者
は
夏
に
そ
の
生
産
費
・
運
送
費
の
差
に
還
元
さ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
持

働
の
調
達
に
要
す
る
費
加
を
組
側
立
の
立
地
因
子
止
す
る
必
要
は
消
滅
し
、
車
に
、
各
工
業
は
、
普
通
の
原
料
を
使
用
す
る
外
、
柑
労
働

を
介
し
て
生
活
資
料
を
も
間
接
の
原
料
と
し
て
使
用
す
る
と
解
し
得
る
事
に
た
る
。

か
や
う
に
解
す
る
と
き
、
普
通
の
原
料
と
間
接
原
料
と
も
稀
す
べ
き
生
治
資
料
と
が
同
一
商
品
で
あ
れ
ば
、
持
働
指
向
は
取
に
運



活
指
向
の
一
一
慨
に
過
ぎ
宇
、
何
ら
新
し
い
問
題
を
生
ビ
な
い
。
併
し
、
生
活
資
料
の
大
部
分
は
、
普
通
の
工
業
原
料
と
異
な
る
食
料

口
問
で
あ
る
。
従
っ
て
、

と
の
特
殊
性
の
意
義
と
そ
の
立
地
に
封
す
る
影
響
と
を
考
慮
す
る
と
と
が
必
妥
に
友
る
。

食
料
品
に
封
す
る
支
出
は
、
生
計
費
中
の
設
も
彊
要
た
項
目
で
あ
っ
て
、
生
活
程
度
の
高
い
所
で
も
、
少
か
ら
ざ
る
部
分
を
占
め

に
よ
れ
ば
、
全
支
山
川
中
食
料
費
の
割
合
の
綿
平
均
は
二
六
・
四
%
で
あ
り
、
年
所

『

hv

。
K

戸
呂
2
-
z
i
2一)凶
2
3、
窓
口
2
4叩
5
5
p
H
Gい
出

得
一
五

O
O弗
以
下
の
階
級
で
は
四

0
・
六
V
A

に
達
す
る
。
更
に
、
直
接
食
料
品
に
支
出
さ
れ
る
令
額
の
外
に
、

地
方
持
働
に
よ
っ

で
生
産
・
供
給
さ
れ
る
商
品
・
弁
務
に
針
す
る
支
出
の
少
か
ら
ざ
る
部
分
が
食
料
品
貝
よ
り
成
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

食
仰
げ
口
同
を
主
と
や
る
閣
は
情
同
M
M
円
と
唯
一
円
通
の
庶
叫
と
が
開
均
一
る
と
寸
れ
ば
、
何
れ
が
立
地
に
張
く
影
響
す
る
で
あ
ら
う
か
。
之
を
一
不
す

も
の
は
雨
者
の
軍
最
側
聞
係
で
あ
っ
て
、

ウ
ェ
]
パ

l
の
界
的
係
数

1
1
1
3一
長

7
る
眼
科
。
生
産
物
望
止
の
抽
出
利
一
世
佐
川
到
す

る
持
働
品
H
l
i
ー
に
よ
っ
て
も
大
山
慨
は
知
り
得
る
が
、
名
数
で
な
く
す
る
た
め
に
、
労
働
突
を
生
用
資
料
で
現
は
し
、

そ
の
相
山
定
軍
基
証

を
原
料
・
生
産
物
の
そ
れ
と
封
照
す
る
方
が
、

一
居
正
確
に
な
る
。

右
の
葉
貴
闘
係
に
よ
っ
て
山
労
働
指
向
計
な
す
工
業
は
、
農
業
地
域
或
は
と
れ
に
近
い
川
城
を
立
地
と
す
る
。
勿
論
、
弁
働
指
向
の

結
果
と
し
て
人
口
が
綱
密
に
た
り
、
食
料
品
の
債
格
及
び
生
計
費
の
騰
貴
す
る
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
、
常
に
労
働
指
向
を
一
不
す

の
は
工
業
の
一
部
に
隈
ら
れ
、
農
業
以
外
の
採
取
業
、
原
料
指
向
工
業
、
市
場
指
向
工
業
等
多
〈
の
産
業
は
、

必
十
し
も
持
働
指
向

を
な
さ
な
い
た
め
に
、
生
計
費
の
差
が
消
滅
す
る
に
は
王
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
必
働
が
可
動
的
で
あ
れ
ば
、
そ
の
立
地
に
叫
制
す
る
影
響
を
運
送
指
向
と
同
様
に
取
扱
ひ
得
る
と
と
を
明
か
に
し
た
。
併
し
、

図
を
異
に
す
る
場
合
陀
瀬
著
た
政
治
的
・
言
語
的
障
害
の
外
、
更
に
、
移
住
に
費
用
を
要
す
る
と
と
、
新
職
業
を
得
る
困
難
、
家
庭

立
地
理
論
の
一
展
開

第
四
十
五
巻

月三
A 

第
六
競

四



立
地
理
論
の
一
関
展

第
四
十
五
巻

八
八
四

第
六
競

四

の
束
縛
等
の
た
め
に
、
可
動
性
の
一
認
め
ら
れ
宇
、
寛
質
賃
銀
の
相
還
が
永
続
す
る
揚
合
が
少
か
ら
や
¥

こ
の
揚
ム
口
に
ワ
い
て
は
、
運

送
指
向
と
持
働
指
向
と
の
比
較
を
必
要
と
す
る
。

次
に
、
政
労
働
指
向
に
件
ふ
原
料
資
淑
の
斡
換
は
、

ウ
ェ

1
パ
ー
が
認
識
し
、

し
か
も
似
め
て
不
完
全
に
し
か
解
決
し
な
か
っ
た
問

題
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
市
場
幽
の
概
念
を
利
則
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
選
結
指
向
の
揚
ム
口
の
原
料
資
源
の
怒
揮
と
同
様
に
し
て
解

決
さ
れ
品
。

t 

Z
8
4
0『
は
、
更
に
、
集
積
を
分
っ
て
、
(
二
粧
品
百
の
皐
な
る
撹
大
、
(
二
)
同
種
継
器
の
集
積
、

(
三
)
大
都
市
集
積
の
三
種
と
し
、

(
一
)
に
就
い
て
は
濁
占
と
関
連
せ
し
め
て
考
察
す
る
要
が
あ
る
と
し
、

(
二
)
に
つ
い
て
は
、
牧
谷
涯
減
法
則
の
作
用
す
為
市
揚
合
に
於

け
る
採
取
業
に
闘
し
て
用
ひ
た
限
界
線
が
、
有
款
な
手
段
と
友
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
由
来
、
集
積
論
は
、

工
業
分
布
論
中
最
も

問
題
の
多
い
部
分
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
に
闘
す
る
紹
介
は
後
日
に
譲
る
。

要
す
る
に
、
同
記
E
L
E

の
方
法
を
骨
子
と
す
る

Z
S〈
2

の
立
地
理
論
は
、
未
だ
荒
削
で
芳
分
完
成
さ
れ
で
は
ゐ
た
い
が
、
生
産

要
素
の
可
動
性
の
検
討
、
市
場
図
の
観
念
の
導
入
に
よ
っ
で
、
従
来
充
分
究
め
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
原
料
資
源
選
擦
の
問
題
、
蓮
治

指
向
と
努
働
指
向
・
集
積
と
の
闘
係
を
究
明
し
、
吋
』

]50口
、
巧
。
一
号

の
理
論
を
綜
合
整
迎
し
て
、
現
代
迦
論
経
済
皐
の
主
流
と
の
連

絡
を
緊
密
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

立
地
迎
論
設
展
の
一
段
階
を
指
示
す
る
も
の
と
忠
は
れ
る
。
ブ
ロ
v
ク
に
ま
で
撲
大
さ
れ
た
粧

済
慌
の
見
地
か
ら
産
業
の
立
地
相
抑
制
再
検
討
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
る
際
、
紹
介
す
る
所
以
で
る
る
。


